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ソフトバンクは、お客さまのプライバシーを
最優先に考えます

パーソナルデータの活用は、今日の社会において
あらたな価値の創造や技術発展の原動力となっています。

私たちソフトバンクは、セキュリティ対策や社内データ管理体制の強化に取り組み
専門家の活用やパートナー企業との連携強化を行うなど
お客さまのプライバシー保護に努めてまいります。

ソフトバンク株式会社
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本資料に関する注意事項

IBM Cloudは継続的にユーザーインターフェースの改善が行われているため、
本資料に掲載の手順や画面構成が実際のものと異なる可能性があります。ご了承ください。
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• ここではIBM Cloudをご利用いただくために必要な、IBM IDの作成方法をご案内致します。

• 一社で複数のサブスクリプションをご利用いただく場合は、登録内容に特別な制約があります
のでご注意ください。

• 既にIBM IDをお持ちの場合は、「サブスクリプションの有効化」ページにお進みください。

4

IBM IDの作成

ご利用までの流れ

IBM IDの作成
サブスクリプション

の有効化
ユーザー追加
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（１）下記URLよりIBM Cloudへアクセスします

URL：https://cloud.ibm.com/ 

（２）「IBM Cloudアカウントの作成」を押下し、必要事項を入力します

5

IBM IDの作成

https://cloud.ibm.com/
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※氏名で使用できる文字に制限があります。IBM ID作成の際にご注意ください。

6

IBM ID作成時のご注意事項ご注意

項目 使用できる文字 禁則文字

名前、姓
（ユーザ名）

全角ひらがな・カタカナ・漢字、スペース「 」、
ダッシュ「-」、ピリオド「.」、コンマ「,」、アポストロフィ「’」

左記以外の文字
※特に数字（0～9）は
半角・全角問わず利用不可

■IBM ID作成時の利用可能な文字一覧
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下記の条件ではIBM IDの登録ができませんのでご注意ください。

■登録不可のケース

・ 企業名＋同一の姓名の組み合わせ

(管理者IDのみ)

・ 同一のEメールアドレス

7

複数のサブスクリプションをご利用される場合ご注意

項番 メールアドレス（ID） 姓 名 可否 補足

1契約目 sales@softbank.co.jp 鈴木 一郎

項番 メールアドレス（ID） 姓 名 可否 補足

① ope@softbank.co.jp 鈴木 次郎 OK メールアドレス、姓名共に異なる

② sales@softbank.co.jp 鈴木 次郎 NG
1契約目と姓名は異なるが、
メールアドレスが重複

③ ope@softbank.co.jp 鈴木 一郎 NG
1契約目とメールアドレスは異なるが姓名が
重複

2契約目以降

初回契約

姓＋名の組み合わせが
一意である必要があります
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• ご購入のIBM Cloudサブスクリプションを有効にする手順をご案内します。

• こちらの手順を実施しないとサブスクリプションの利用が開始されませんのでご注意ください。

• 本手順の実施有無によらず、契約はお申込みに記載の開通希望日に基づき開始されます。

8

サブスクリプションの有効化

ご利用までの流れ

IBM IDの作成
サブスクリプション

の有効化
ユーザー追加
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ご利用開始の流れ

2ステップで使用開始

Feature Codeメール受信

Activation

Feature Codeの入力

IBM Cloud 使用開始

1

2

※Feature Codeとは、IBM Cloudを利用開始するために必要なライセンスコードです。
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開通日にFeature Code案内メールが届きます

10

Feature Codeメール受信

メールサンプル

宛先：IBM IDメールアドレス、サイト担当者
送信元：The IBM Cloud Team <no-reply@bluemix.net>

件名：Action required: Complete your IBM Cloud subscription order

オーダーいただいた
月額利用量、契約月数が明記されます

これが［請求処理］画面で適用する
Feature Codeです

67938c7bfa4066b7e11dce0d3d071514

mailto:no-reply@bluemix.net
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IBMのアカウントページ（My IBM）にサインインし、管理者アカウントとして

使用するIBM IDの登録内容を確認します。

https://www.ibm.com/account/jp/ja/

11

IBM IDの確認

プロファイルタブを開きます

管理者アカウントとして使用予定の
IBM IDが表示されていることを確認
します

sales@softbank.co.jp

鈴木 一郎

名前に数字等の禁則文字※が使用されてないことを確認します
※禁則文字はP.5をご確認ください
禁則文字が入っている場合は マークをクリックし修正してください。

https://www.ibm.com/account/jp/ja/
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（１）メールのリンク または 下記URLよりIBM Cloudへアクセスします

URL：https://cloud.ibm.com/ 

（２）申込書で指定したIBM IDでIBM Cloudへログインします

12

Feature Codeの入力（1/5）

管理者アカウントのみユーザーIDの
追加・削除が可能です。

グループアドレスを使用をおすすめいたします。

ログインに使用した
IDが管理者アカウント
となります。

https://cloud.ibm.com/
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（３）画面上部から「管理」 > 「アカウント」を選択します

13

Feature Codeの入力（2/5）
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（４）画面左部から「アカウント設定」を選択しフィーチャー（割引）コードのセクションで

「コードの適用」ボタンを押下します

14

Feature Codeの入力（3/5）
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（５）メールに記載のFeature Codeを入力し「適用」を押下します

15

Feature Codeの入力（4/5）
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（６） Feature Codeの適用を確認します

16

Feature Codeの入力（5/5）

状況が「IN_PROGRESS」と
表示されていることを確認してください

アカウントタイプが「ライト(無料)」または「従量課金(PAYG)」と表示されている場合や、
フィーチャーコードの状況に「IN_PROGRESS」以外が表示されている場合は適用が完了しておりません。
リカバリー対応を行いますので、アカウント設定画面のスクリーンショットを弊社営業担当へ送付してください。
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1企業さまで2つ以上のIBM Cloud環境をご利用する場合、管理者となるIBM IDを別に

する必要があります。

17

複数のサブスクリプションをご利用される場合の注意事項ご注意

管理者IBM ID

A社
管理者IBM ID

管理者IBM ID：01@Softbank.co.jp

サブスクリプション2

31,500円 6ヶ月

サブスクリプション1

31,500円 6ヶ月

管理者IBM ID：02@Softbank.co.jp

同じIBM IDに2つ目のサブスクリプションを適用した場合、環境は別々にならず、サブスクリプション
の利用金額が上乗せされます。

複数の環境を利用する場合は、管理者用IBM IDをメールアドレスと 「姓＋名」の組み合わせが
一意となるように作成してください。
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下記のケースではFeature Codeの適用は不要です。
既存契約で使用している管理者アカウント(IBM ID)に自動的にサブスクリプション
が適用されます。

1）継続利用のため契約満了後に再契約する場合

2）契約期間内にサブスクリプションを使いきることが予想され、超過料金発生回避のために
追加契約する場合

3）「自動更新」のご契約の契約更新時

18

自動更新・追加でお申込みの場合

開始日が到来しても、コンソール上更新契約の開始日が反映されない場合は、
リカバリー対応を行いますので、アカウント設定画面のスクリーンショットを弊社営業担当へ送付してください。
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• ここではサブスクリプション環境へのユーザー追加手順を説明します。

• サブスクリプションが適用された環境を他のユーザーと共有して使用するには、ユーザー追加が
必要です。

• 「管理者」と「利用者」の2種類のアカウントがあり、ユーザー追加にはそれぞれのアカウントで
ご対応いただくことがあります。

19

ユーザー追加

管理者 サブスクリプションが紐付いたアカウント

利用者 サブスクリプションが紐付いていないアカウント

ご利用までの流れ

IBM IDの作成
サブスクリプション

の有効化
ユーザー追加
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管理者セットアップ

管理者セットアップの流れ

IBM Cloudへのログイン

ユーザの招待

1

2
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（１）https://cloud.ibm.com にアクセスし、
IBM Cloudにログインします
※サブスクリプションが紐付いたアカウントでログインしてください

（２）画面上部のメニューにて[管理]の右にあるアカウントの表示が、
「数字 - 会社名」となっていることを確認します

※「数字 – 会社名」なっていない場合はプルダウンメニューから選択します

21

IBM CloudへのログインSTEP1

https://cloud.ibm.com/
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（１）画面上部から「管理」 > 「アクセス (IAM)」を選択します

22

ユーザの招待（1/5）STEP2
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（２）画面左部から「ユーザー」を選択し、「ユーザーの招待」を押下します

23

ユーザの招待（2/5）STEP2
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（３）「E メール・アドレス」欄に追加したいユーザーのアドレスを入力します

24

ユーザの招待（3/5）STEP2
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（４） 「AM サービス」にて権限を設定し、権限を設定し完了したら「招待」
ボタンをクリックします。（下は設定例）

25

ユーザの招待（4/5）STEP2

本スライドでご案内しているのは設定の一例です。各権限の詳細や、ユーザーやユーザーのグループごと
に付与する権限を変えるなど高度な設定が必要な場合は、Appendixをご参照ください。

【リソース】
プラットフォーム全体のリソースについ
て、権限を設定します【管理者】

サービスの機能をすべて利用できる
役割です（具体的な権限の内容
はサービスによって異なります）

【エディター】
インスタンスの作成や削除ができる役割です
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（５）「ユーザー」画面内の一覧に招待ユーザーが表示されることを確認します一覧に表示
されない場合は、「表示」欄のメニューで組織を指定します

26

ユーザの招待（5/5）STEP2
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利用者セットアップ

利用者セットアップの流れ

招待メールの確認

IBM Cloudアカウント登録

1

2

ログイン確認3
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招待メールが届いていることを確認し「Join now!」をクリックします
※IBM CloudのID作成が完了している場合、メールは届かないため「STEP3」へ

28

招待メールの確認STEP1

クリック
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登録フォームの各項目に入力し、「アカウントに参加」ボタンを押下します

29

Cloudアカウント登録STEP2
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（１）https://cloud.ibm.com にアクセスし、IBM Cloudにログインします

（２）画面上部のメニューにて「管理」の右にあるアカウントの表示が、
「数字 - 会社名」となっていることを確認します
※「数字 – 会社名」なっていない場合はプルダウンメニューから選択します

30

ログイン確認STEP3

https://cloud.ibm.com/
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・利用料金の確認方法、消費量アラート設定方法をご紹介します。

31

利用料金の確認
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（１）画面上部から「管理」 > 「請求および使用量」を選択します

32

利用料金確認方法（1/2）

利用料金の確認は、「管理者（アカウント所有者）」またはIBM Cloud IAM（Appendix参照）
で「Billingサービスの役割が付与されたユーザー」が実施できます。
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（２）画面左部から「使用量」を選択します

33

利用料金確認方法（2/2）

料金は月単位で表示されます。日単位で料金を確認することはできませんのでご了承ください。
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・契約に関してIBMから送付されるメールをご案内いたします。

34

通知メールご案内
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開通日の翌月1日頃にライセンス証書がメールで届きます

添付の証書に契約番号が記載されておりますので保管をお願いいたします

35

ライセンス証書

宛先：サイト担当者
送信元：IBM Software Group <dswnorpy@us.ibm.com>
件名：【お知らせ】 IBM証書のご送付 - ご注文番号:BLMXXXXXXX

XXXXXX
X
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契約終了の60日前に通知メールが届きます

継続利用をご希望の場合は、弊社営業担当へご連絡ください

36

契約終了60日前通知メール

宛先：アカウント管理者
送信元： The IBM Cloud Team <po-form@bluemix.net>
件名：60 Day(s) until Subscription end



© SoftBank Corp. All Rights Reserved. 

Appendix
①ユーザー管理方式について

②IAM による管理

③Cloud Foundryによる管理
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IBM Cloudにおける認証や権限の管理方式は、「Cloud Foundry」から

「IBM Cloud IAM」という仕組みに徐々に移行しております。

現在は2つの管理方式が混在する状況です。利用するサービスの組み合わせによっては両方の
設定が必要な場合もございます。

※Watsonサービスにつきましては、すべて「IBM Cloud IAM」へ移行済みです。

38

IBM Cloudのユーザー管理方式について

Cloud 
Foundry

オープンソースのソフトウェアベース

IBM Cloud 
IAM

IBM独自の方式

従来の管理方式 新しい管理方式
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各サービスが「Cloud Foundry」、「IAM」のどちらの方式で管理されるかは、サービスインスタン
スを作成する画面で判断ができます。

サービスインスタンスを作成する画面には、上部メニューから「カタログ」ページを表示し、

作成したいサービスのタイルをクリックすることでアクセスできます。

39

サービス毎に管理方式を判別する方法
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「IAM」の方式で管理されるサービスは、

サービスの作成画面で「リソース・グループ」を選択するようになっています。

「Cloud Foundry」の方式で管理されるサービスは、

サービスの作成画面で「組織」と「スペース」を選択するようになっています。

40

サービス毎に管理方式を判別する方法

IAMの管理方法は、Appendix②を参照

Cloud Foundryの管理方法は、Appendix③を参照
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①ユーザー管理方式について

②IAM による管理

③Cloud Foundryによる管理

Appendix
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ユーザーの権限は、アクセスグループとリソースグループにより管理します。
ユーザーの部署や業務に応じて、権限とアクセス可能なリソースを制限することができます。

42

IBM Cloud IAMによる管理の概要図

アカウント
アクセス・グループ

例）管理者と利用者に分け
てグループを作成

アクセス・ポリシー

例）管理者グループはユーザー
管理権限、利用者グループには

インスタンス権限を付与

リソース・グループ

例）商用環境と開発環境に分けて
リソースグループを作成

■IBM Cloud Identity and Access Management (IAM)

アクセスグループ1
(管理者グループ)

A社
アクセスグループ2
(利用者グループ)

アクセスポリシーA
(管理者相当の権限)

リソースグループA
(商用環境リソース)

1 2 3 4

リソースグループB
(開発環境リソース)

1 2 3 4

アクセスポリシーB
(利用者相当の権限)

紐づけ
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各種概念や権限の詳細については先のリンク先をご確認ください
https://cloud.ibm.com/docs/account?topic=account-account-
services&locale=ja&interface=ui

43

詳細情報

https://cloud.ibm.com/docs/account?topic=account-account-services&locale=ja&interface=ui
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次スライド以降でご案内する設定の内容は下図の通りです
同じ権限を付与するユーザーのグループ（アクセス・グループ）を作成し、そこに権限
（アクセス・ポリシー）を設定します

44

設定例：アクセス・グループの作成（1/4）

アクセスグループ１

A社
アクセスグループ2

アクセスポリシーA リソースグループ 「default」

1 2 3 4

リソースグループ 「new RG」

1 2 3 4

アクセスポリシーB

アクセス・グループ
アクセス・ポリシー の作成
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（１）画面上部から「管理」 > 「アクセス (IAM)」を選択します

（２）画面左部から「アクセス・グループ」を選択し 「作成」ボタンを押下、立ち上がるダイアログ
でアクセス・グループを作成します

45

設定例：アクセス・グループの作成（2/4）
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(3) アクセス・グループに名前を付けます。

(4) 「ユーザー」タブにて「ユーザーの追加」を押下します

46

設定例：アクセス・グループの作成（3/4）
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（４）対象のユーザーを選択し「グループに追加」を押下します

47

設定例：アクセス・グループの作成（4/4）
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（１）「アクセス・ポリシー」 タブへ移動し、 「アクセス権限の割り当て」をクリック

（２）「I AMサービス」 を選択

48

設定例：アクセス・ポリシーの作成（1/2）
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（３）アクセス・グループに割り当てる権限にチェックを入れ、「追加」をクリックし
アクセス・ポリシーを設定します

49

設定例：アクセス・ポリシーの作成（2/2）

【管理者】
サービスの機能をすべて利用できる
役割です（具体的な権限の内容
はサービスによって異なります）

【エディター】
インスタンスの作成や削除ができる役割です
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次スライドでご案内する設定の内容は下図の通りです

環境をまとめて管理するリソースグループを作成します

50

設定例：リソースグループ作成（1/3）

アクセスグループ１

A社
アクセスグループ2

アクセスポリシーA リソースグループ 「default」

1 2 3 4

リソースグループ 「new RG」

1 2 3 4

アクセスポリシーB

新しいリソースグループを追加
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（１）画面上部から「管理」 > 「アカウント」を選択します

（２）画面左部から「リソース・グループ」を選択し「作成」ボタンを押下します

51

設定例：リソースグループ作成（2/3）
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(3) リソース・グループに名前を付けます。

(4)ユーザーやアクセス・グループに対してアクセス・ポリシーの作成する際に特定の
リソース・グループに限定した権限を設定することも可能です
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設定例：リソースグループ作成（3/3）
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①ユーザー管理方式について

②IAM による管理

③Cloud Foundryによる管理

Appendix
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IAMをサポートしていないサービスはCloud Foundryでユーザーを管理します
利用するためには「組織」と「スペース」の作成が必要です
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Cloud Foundryによる管理の概要図

組織1
（プロジェクトA etc.）A社

スペースＡ （プロジェクト/部門単位 etc.）

1
サービス

・インスタンス 2 3 4

組織2
（プロジェクトB etc.）

スペースB （プロジェクト/部門単位 etc.）

1
サービス

・インスタンス 2 3 4

スペースC （プロジェクト/部門単位 etc.）

1
サービス

・インスタンス 2 3 4

ロール名 権限

管理者 ユーザ管理

請求管理者 請求情報閲覧

監査員 リソースの表示

ロール名 権限

管理者 ユーザ管理

開発者 インスタンス作成・管理

監査員 リソースの表示
ロール名 権限

管理者 ユーザ管理

開発者 インスタンス作成・管理

監査員 リソースの表示

ロール名 権限

管理者 ユーザ管理

開発者 インスタンス作成・管理

監査員 リソースの表示

アプリ／サービスなどのリソースを共有するユーザのグループ

アプリ／サービスが稼働する環境の区分けの単位

• 「組織」「スペース」「インスタンス」の組み合わせで管理
• 組織、スペース毎にユーザー登録、権限設定
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各種概念や権限の詳細については次のリンク先をご確認ください
https://cloud.ibm.com/docs/account?topic=account-mngcf&locale=ja
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詳細情報
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（１）画面上部から「管理」 > 「アカウント」を選択します

（２）画面左部から「Cloud Foundryの組織」を選択し 「作成」ボタンを押下、
立ち上がるダイアログで組織を作成します
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設定例：組織とスペースの作成（1/3）
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（３）組織名を記入し保存を行う

（４）作成した組織の右の三点アイコンを押下し、さらに「スペース」を押下します
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設定例：組織とスペースの作成（2/3）
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（５）スペースの追加をクリック

（６）地域を選択、名前を入力し「保存」します
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設定例：組織とスペースの作成（3/3）

東京は選択できませ
んのでご注意ください
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（１）画面上部から「管理」 > 「アカウント」を選択します

（２）画面左部から「Cloud Foundryの組織」を選択します
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設定例：ユーザーの権限変更（1/4）
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（３）設定対象の組織名をクリックします

（４）「ユーザー」タブにて役割の変更や、ユーザーの追加を実施します
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設定例：ユーザーの権限変更（2/4）

役割の変更ができます

ユーザーの追加ができます
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（５）同様に「スペースの権限」を変更する場合は、
「スペース」タブにて変更したいスペースをクリックします
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設定例：ユーザーの権限変更（3/4）
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（６）役割の変更や、ユーザーの追加を実施します
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設定例：ユーザーの権限変更（4/4）

役割の変更ができます

ユーザーの追加ができます




